
第７回【花き編（１）】 
 
 府立農事試験場では花きに関する試験研究が明治 34（1901）年に始められ、フロックス
ほかジニア、グラジオラス、ムギワラギクの栽培試験が行われました。その後昭和 16（1941）
年までの間に 300 種以上の花きが栽培され、主に切花としての適性が試験されました。 

東京の産業其一（農業）によれば、大正後期頃の花き栽培の面積をみると、露地が見積も
り 200 町歩（200 万 m2）、ガラス温室が 14,000 坪（4 万６千 m2）でした。年産出額は露地
60 万円、ガラス温室 40 万円で総計 100 万円に及ぶとあります。荏原郡は、花き栽培の盛
んな地域でガラス温室の面積が一番大きく、豊多摩郡、南葛飾郡が続きました。花きは仏花
や生花用の切花需要が多く、農業者にとっての重要な栽培品目はキク、エゾギク、ダリヤ、
カンナ、グラジオラス、チューリップ、ジニア、ガーベラ、カーネーション、バラ、シャク
ヤク、キンセンカ、ヤグルマソウ、ハナショウブ、ユリなどとあります。これら品目の中で
ユリは、明治後期から大正期では復活祭に使われる欧米輸出向けの花きとしても重要でし
た。中でも「黒軸

くろじく

鉄砲
てっぽう

百合
ゆ り

」は 6 寸球（周囲 18cm 球根）サイズの価格は大正 8（1919）年
では１球２銭、周囲 21cm 球根で３銭になるので、副業としての収入源になる花きでした。 

農総研には花きの細密画が 98 品目 282 点残されています。ここで紹介する細密画はそれ
らのうちの一部です。 

明治 41（1908）年より本格的に露地の切花収益試験が始められ、大正６（1917）年まで
行われました。その間 125 種の花きが収益性のほかに開花日などの特性も明らかにするた
めの試験が行われました。収益性に関する最初の試験は、明治 42（1909）年から大正２（1913）
年までの 5 年間行われ、トップ３はガイラルディア、ダリヤ、カンナでした。温室を使った
試験が、大正 4（1915）年より始められ、昭和前期までの間に促成栽培や抑制栽培の試験が
行われました。促成試験ではフリージャ、チューリップ、スイセンなどを対象に、抑制試験
ではグラジオラスの秋の彼岸採りのための試験が行われました。促成試験に短日処理を組
み合わせる試験も行われ、切花ポインセチアの冬期出荷技術が確立されました。大正 5（1916）
年には輸出観賞向けの植物として 31 種 225 品種が集められ試験栽培も行われました。中心
となる植物は花木でヒバ、フジ、マツ、サザンカ、ツバキ、ナンテン、サツキ、カエデ、ツ
ツジなどの品種が取扱われました。その後は昭和 11（1936）年まで多くの花きについて試
作や新種の 蒐 集

しゅうしゅう

などが継続して行われました。 
 
引用・参考資料 
・谷口新吉.輸出植物栽培（二）.園芸之友.大正７年 8 月号.p50. 

・谷口新吉.輸出植物（花百合）.園芸之友.大正 8 年 8 月号.p39. 

・東京府.東京府の産業（農業）其一園芸.昭和 4 年. p89-105. 

・東京府立農事試験場.農事試験成績略報：第二・拾五・十六. 

・東京府立農事試験場.業務功程：大正 3・5 年度. 



フロックス、ガイラルディア、ジニヤ、グラジオラス、カンナ、チューリップ細密画一覧（第７回）
フロックス

細密画
品種名
（読み仮名）

収穫期
（始－終）

フロックスドラ
モンデー

4月ー10月（開花期
間）

ガイラルディア、ジニヤ、グラジオラス、カンナ、チューリップ

細密画 品種名（読み仮名）
収穫期
（始－終）

細密画 品種名（読み仮名）
収穫期
（始－終）

ガイラルディア
ガイラルディア 5月中旬ー9月中

旬

カンナ
オーストラリヤ 6月下旬ー10月

下旬

ジニヤ
大輪百日草
（タイリンヒャクニチソ
ウ）

6月下旬ー10月
下旬

カンナ
右）マダムクローツ

左）レーホールド

6月下旬ー10月
下旬
6月下旬ー10月
下旬

グラジオラス
右）ファースト

左）メルローズ

7月下旬から8月
下旬
7月下旬から8月
下旬

チューリップ
右）ダーウヰン

中央）パーロット

左）メーフラワー

2月下旬ー4月下
旬（半促成）
2月下旬ー4月下
旬（半促成）
2月下旬ー4月下
旬（半促成）

グラジオラス
ハーレー 7月中旬ー8月下

旬

チューリップ
パーロット 2月下旬ー4月下

旬（半促成）

参考資料
農事試験成績略報：第二・十一・拾弐・拾参・拾五・十六
業務功程：大正3年度



ダリヤ、カーネーション、ポインセチア、ユリ、スイセン細密画一覧（第７回）

細密画 品種名（読み仮名）
収穫期
（始－終）

細密画 品種名（読み仮名）
収穫期
（始－終）

ダリヤ
右）ビクトリヤ
中央右）バッカス
中央）ホワヰトボットム
中央左）プライトオブベ
　　ルリン
左）ネリブルヘッド

4品種すべて：
6月中旬ー11月
上旬

カーネーション
右）ビクトリー

左）スタンダードピン
　　ク

記録なし

記録なし

カーネーション
右）ローズピンクエン
　　チャントレス
左）ピンクエンチャント
　　レス

5月下旬ー9月上
旬
5月下旬ー9月上
旬

カーネーション
右）ホワイトエンチャン
　　トレス
左）ホワイトパーフェク
　　ション

5月下旬ー9月上
旬
5月下旬ー9月上
旬

ポインセチア
ポインセチア 11月下旬ー1月

下旬（促成）

スイセン
喇叭水仙
（らっぱすいせん）
ダフォデイル 1月下旬ー3月中

旬（促成）

ユリ
山百合
（やまゆり）

記録なし
スイセン
口紅水仙
（くちべにすいせん）

2月下旬ー3月上
旬（促成）

ユリ
右）山百合
中央）鬼百合
（おにゆり）
左）巻丹百合
（けんたんゆり）

記録なし
記録なし

記録なし

スイセン
右）佳香水仙
（けいかすいせん）
左）房咲水仙
（ふさざきすいせん）

3月ー4月（開花
期）
3月ー4月（開花
期）

ユリ
黒軸鉄砲百合
（くろじくてっぽうゆり）

記録なし

参考資料

品種名（読み仮名）

　農事試験成績略報：第二・十一・拾弐・拾四・拾五・十六, 業務功程：大正3年度

（ひらがな表記）されている場合は、用語（読み仮名）を表す



ツツジ細密画一覧（第７回）
細密画 品種名（読み仮名） 収穫期 細密画 品種名（読み仮名） 収穫期

右）白琉球
　（シロリュウキュウ）
左）樺蓮華
　（カバレンゲ）

記録なし

記録なし

右）日の出
　　（ヒノデ）
中央）紅蓮華
　　（ベニレンゲ）
左）早乙女
　　（サオトメ）

記録なし

記録なし

記録なし

右）八重霧
　　（ヤエキリ）
左）白鷺
　　（シラサギ）

記録なし

記録なし

右）飛鳥川絞り
　（アスカガワシボリ）
中央）花の宴
　（ハナノウタゲ）
左）白万葉
　（シロマンヨウ）

記録なし

記録なし

記録なし

右）八重霧
　　（ヤエキリ）
中央）曙
　　（アケボノ）
左）鹿の子絞り
　　（カノコシボリ）

記録なし

記録なし

記録なし

右）白錦
  　（シロニシキ）
左）峰の松風
    （ミネノマツカゼ）

記録なし

記録なし

右）淀川
　　（ヨドガワ）
中央）櫻霧
　　（不詳）
左）関寺
　　（セキデラ）

記録なし

記録なし

記録なし

大紫
（オオムラサキ）

記録なし

右）小紫
　　（コムラサキ）
右）若鷺
　　（ワカサギ）

記録なし

記録なし

参考資料 農事試験成績略報：第拾五
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